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第一問
1
.
与式 = 5 t 4

こ

.

9

2
.

5 式 = 6 × (- ㎡ )
= - 21
mm

3
.

与式 = 4 a
2
× 5b

= 20abmmm

4 .

at 7 b - 3 = 0

⇒ 7 b = - a +3

… b =悲 に -Yat)
～

5 .与式 =⑮+ 3B
=響 +

3分

= 5√3 + 33
= 83
m

6
.
y = axとおくと、 x = 6 、 Y = - 9 を 代入 して

- 9 = a × 62 よって

⇐ 36a = - 9 :

G = 一 #y = ー ④x…
…



グ
ァ

LCOB = 90 より CCOB の

0
P 二等分線 と BC との 交点 P

は
< PoB = 450

)450 よって 正しい

ィ

OAOC において

0
P ∠ AOC

= 900

ぴ OA = 0 C ( 円 の 半径 )

22.55 より 、 OAOC は直角=等辺
% ) 22 . 50 ) 45 三角形 ーの

LCAB の二等分線 と BC との交点 Pは
LCAP =∠ PAO = 45

÷

2 = 22. 5

また のより LOAP = LOPB より COPB = 22 . 50

OAOP で 外角 の 定理
mn

より

π ictyly

<POB = 22
.

5
+

22.50

= 450

よって 正 しい



ゥ
.

DCOB において
<COB = 900

。
P OC = 0B ( 円 の 半径 )

く より OCOB は直角=等辺
角形

ニ等辺三角形 の性質
～

wより OP は LCOB を=等分 する

イ
7

よって LPOB = 45 で 正 しい

工

OC の 垂直等分線と

Oc の 交点 を Q とする
。

0Q =① とすると÷品 OQ = OC より
.

OC =①
また 、 OC = OB ( 円

の半径 )

より

OB =②
OQOP は 直角角形より 方 の定理 から
PQV②
=⑬

よって 0 QOP はに 23 の直角角形 なので



<QOP = 600
: ∴< POB =9 ~ - ℃ Q 0 P

= 90
~

- 60
「

= 300

よって LPOB は 45
”

でない

以上より 答えは志
8

A組 の 累積相対度数 = 256 = 0 .湖

B 組 の累積相対度数 = 38 = 0
.
6～

よって 18
.
0秒以上 20 .

0秒未満 の階級 の 累積
相対度数が 大 きい 組 は A組

～
で 、 その累積

相対度数 は 0 .
64
m

である

第二問
.

( )

1
3

3 - 5( )
-15

- 15

'
ー5

Q = - 15 - 12
= - 27
m



(2 )

x
7Ct2

(x+2) × (x- _ 6 )(x+2)(x-6 ) - 12

x
x- 6

O =⑨ より

x = (x+ 2)(x_ 6)- 12
⇐ 水 = x

2
- 4x - 12 - 12

⇒ 0 = ピ - 5x - 24
⇒ (x t3 )(x - 8) = 0

.
: x = - 3

.
8

O は 整数 なので 、 x = -
3
, 8 は 共

に

適する
よって x = ー3

.
8

m～

22
しい )点 A はニ3 x上 にあり x = 4 だから

=⇒ 」 4 点
(2 ) 点 B はx 上 にあり

(4,6) x = 4 だから
=

@
D Y =@ ∴ B ( 4

, ④ )

(9,4 ) " (4
, 4 ) 点 C は =② x 上 にあり

Y は 点 B の Y座標 と等 しいから



4 . 3x
出

.
水 =④ ×③
= @ : : C(台 ' 4 )

AD = A の Y座標一 D の Y 座標

= 6 - 0

= 6

BC = B の x 座標 ー C の x 座標
= 4 - @

AD = BC より

6 = 4 - @
⇐ ℃ = 2

:
: a = - 12

aco より Q = -2 は 適する
よって a = - 12
mum



3

(い

三角錐 ABCD ∞ 消錐AEFG

‰
であり

、

相似比 は 4 : 3

相似な立体 の 体積比 は

相似比 の 3乗 に等 しいから

点 三角錐ABCD と 三角錐AEFG
の 体積 比 は

43 : 33 64 :27
mn

(2
)

O ABD と OAEG において
面 BCD ” 面 EFG より BD 1 EG! よって 同位角 が等 しいので

LABD = ∠AEG ー ①
④

!
LADB = LAGE -②

し ①
, ② より 2組 の 角 がそれぞれ

ト 4

ノ

等しいので、 LABDSLAEG
ん ←

対辺する 辺 の 比 は 等 しいので 、

: EG
=誓 “ 4 EG = 1 に

: ∴ EG = 3cmm
～



OABC とOAEF において

面 BCD ” 面 EFG より BC1 EF% よって 同位角 が等 しいので

④ LABC = LAEF ー ①
CACB = LAFE ー②ピ ①
, ② より 2組 の 角 がそれぞれ

\ 等 しいので
、 OABC CS OAEF

← 対辺 する 辺 の 比 は 等 しいので

EF = 誓や 4

EF =12

.

∴ EF = 3 cm
～

AE : EB =3 : 1
.
AB = 6 cm より

‰ EB =

3辻 × 6

= # × 6

遺 = 23 cm

ここで 、 面BCD
”

面 EFG と

面 BCDIAB より

面 EFG I AB ⇒ 面 EFGI EB
また 、LDBC =90 ⇒ LGEF =90
以上 より 三角錐 BEFG は 底面 を OEFG

( EF =LGEF = 90
~

の 直角 =等辺三角形)、
m

高 さを EB として 求 めれば 良いから



上 × 3 × 3
～

0 EFG
“す

= 年‰

4
しり円盤の数字 の出方 は

1
,

2
,

3
. 4 の4 通
り

コマが D に 止 まるのは
、

月盤 の 数字が 3 C に 止 まり 、 マスの指示 に
～

より D に 止 まる
円盤 の数字 が出 : D に 止 まる

の 2通 り
mm

。よって 求 める確率 はま
は) 樹形国 は 以下 の 通 り

' B 2 D

D承 。 2埠臨
4 H 4 G 4幽～

/ H 最初 の 3 で Cによまるが

岳 マスの 指示 により D に止まる
4一 2回目 は D のマスから

4 先 スタートする

よって 求 める確率は⑯=追



第三問
卜
( い ) 50at 15bmmin

( 2 ) ガスが 240g 入 ったボンベが 6本あるので
ガスの 総量 は 240 × 6 = 1440gm

表 の ① の 用途 で a 回
、
② の 用途 で 6 回 とすると

、

ガスの 消費量はしいより 500+ 15h であり 、
14408 を 全 て 消費 するから

50a + 15 b = 1440 ーの

また ② の 回数 がのの回数
～

の 2倍 なので
b =zammm ー ②

② を ① に代入して
50at 15 , 29 = 1440

⇒ f0a = 1440

a = 18
よって ① の 用途で 使用 できる 回数 は 18回

m

22
しい
)
強火 のとき60 分間 で 240g のガスを消費 するので

1分 あたり
～

～ 240 : 60= ずつ 消費 する

よって 20 分間使用 したときに 消費するガスの 量は、
4 × 20 = 80gm なので 、 ボンベに残ったガスの 量は 、
240 - 80 = 160gmm



( 2 )

( アノ 強火 を 40分間使用
240 √

強火 弱火

したとき
、
ガスの消費量

は、 4 × 40 = 160 g(lorg 「 よってボンベのガス 残量 は

240 - 160 = 80g8o -

;) ⇒ 40分間 でガスの 残量
強→弱 40
ー

が 80 gなので
60分後

(40
,
80 ) の 点
～

を通 る

また 弱火 のとき
、

188 分間 で 240 g のガスを消費するので
1 分 あたり

240 ÷ 180 = 6 g (= 14=⑤ )
ずつ 消費する 、 ボンベの残量 8o8 を 消費 する 時間は

80 ÷ .
4

= 80 × §
= 60 分

よってボンベの
変えて 60分後
～

ががなくなるのはらい0001 点の心強
から弱にを
通 る …
～

しイ ) ボンベに残 るガスの量 が等 しくなるときのガスの量
を 表しているのは 、 2 つのグラフの交点 の Y座標

mun

である



① のグラフの 式 を

Y = axtb とおくと
、

Y切版 は 240 なので
b = 240

.
また 、(80 , 0

ぺ を通 るから
0 = 80a +240

① :
. a = - 3

よって ① のグラフは Y = - 3 x +24 ～ー

また
、
② のグラフを =mxtnとおくと 、 ( 40 , 80)

,

( 100 , 0 ) を 通 るから
80 = 40 m tn ー ①

- ) 0 = 100 m tn ー⑩
80 = - 60m

m =
ー 女

m = 一③ を ⑨ に代入 して

80 = 40 × (- ) + n
ゃ 80 = -0 tn

∵ n = 80 t 0
=

24崎
=愕



したがって ② のグラフは 、

Y= -4xtmn ー②

よって ⑦
.

② の 連立方程式 の Y の 値 を求めれば
良い ⑦ より

Y = - 3x + 240
x の値 は 求める
必要 がないので

五 3x = - Y + 240 '⑦ を x について

⇒ 7x = 一⑤+88 ～ ～
ー

④解 き 、

② に代入

することで 水 を
⑧ を ② に代入 して 消去 した

y = 一⑤ 」 (一 + 88 )+0

= は-+0
ゃ 騒潟5

= 48
したがってカセットコンロ AB のそれぞれのボンベ
に残 るガスの 量 が 等 しくなるときの 、 ボンベに
残るガスの量 は 48gm



第四問
卜

LACB は迫径AB に対 する
ー 円周角 なので
V
5

LACB = 90
'

.
よって OABC で 三平方 の

\ ' 定理 より

6
AC =N“ √3歳

2
OABC とODAE において

線分 AB は 同 ∞ の直径だから
< BCA = 90 ー 0

仮定 から

LAED = 90 ー②
①
,② より

LBCA =∠AED ー ③
仮定 から AC = BDD

1つの 円 において、 等しい弧 に 対する 円周角は 等しいから
LABC = L DAE ー ④

③
,
④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
OABCSODAE (証明終わり )



3

OABC と OBAD において
、

線分 AB は 円口 の直径だから式 よ LBCA =<ADB =90 ー ①

ー ～

また 、

2 より OABCSODAE

ー ' だから 、対応する角 は 等 しいので
6

LABC = LDAE

よって LABC = CBAD ー②

また AB は 共通 なので
AB = BA -③

①
,② , ③より 直角角形 の 斜辺 と 1 つの 鋭角 が
それぞれ等 しいので 、DABCOBAD
～

ー④
対応する 辺 の 長さは等 しいので、
BC = AD : .AD =

5

cm
mnw

OABCSODAE で 対応 する 辺 の 比は等 しいから

悲 =

BW
: AE

5

⇒ 6 : 5 = 5 - AE

6 A E= 25

.
∴ AE = 25 cm

mum



4
LFBD は直径 DF に対する
円周角だから
L FBD = 900

π
よって ODFG は 底辺を FG

く としたとき
、 高 さは BD

となる
3

.
④ より OABC ≡ OBAD

なので 対応 する辺 の長 さは
等 しいから

、

AC
～

= BD
よって BD =Mommmun 1 .より可

次 に FG を求める
OAED とOBEG において
DGIAB より
LAED =∠BEG = 90

~

⑦

⑨

ー①

また BB に対 する 円周角
は 等 しいから LOFB

い

< DAE = LDFB ー②
m

0 OFB は OF = OB (半径 )
の 二等辺三角形なので 、
LOFBmn = LGBE ー ③

②
.
③ より

LDAE = - LGBEー



①④ より 2 組 の 角 がそれぞれ等 しいので

OAED S OBEG ー ⑤

ここで AB = 6 cmAE = 9cm より

BE = 6 - 5

ー
= 光 cm

⑤ より 対応 する 辺 の 比 は 等 しいから

際 : BG=“
万 蠃

⇒ 5 : BG = 25 : 1

⇐ 25 BG = 55 BG = 255=5 cm

ODFB で 三平方 の

厂 定理より

↑
FB=√ 62一

6 (一 =√ 36世

I 5 = 25
= 5



よって

FG = 5 - げ
學
浩

したがって ODFG の面積 は

⑮×「 π×≠=⑤1～


